
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































交   ti 替
篠  塚 得
雄
文
政
度
■
ｒ
々
蝦
束
■
許
件
中
止
に
開
す
る
考
禁
（
井
野
遂
茂
牛
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・舌
・
と
あ
る
の
は
、
松
本
札
通
の
訳
解
で
あ
つ
た
。
此
時
の
安
帖
は
天
保
五
年
老
中
大
久
保
十忠
異
か
ら
、
水
戸
末
昭
に
寺
せ
た
諜
助
に
、
眠
英
地
之
住
冷
、
‥
…
電
攻
之
度
一
工
御
領
に
相
成
、
共
御
威
徳
に
道
々
化
候
委
に
も
及
候
庭
、
文
化
四
年
一
愛
事
而
イ
以
や
暴
其
後
度
々
熟
を
与
候
而
、
色
々
御
引
合
共
右
之
、
然
庭
文
政
四
年
に
至
う
、
な
前
氏
へ
御
庚
し
に
相
成
候
。
但
是
冷
御
深
店
之
事
哉
、
共
利
を
得
失
之
論
に
不
及
ゎ
頻
而
御
戻
し
と
坤
事
二
御
庄
候
。
ま
た
他
の
一
通
に
、
文
政
之
度
無
訂
議
、
資
は
被
差
戻
候
程
之
義
は
、
先
，
中
上
忙
候
唖
中
北
地
は
商
部
汁
妊
之
地
を
限
う
、
暇
夷
は
風
俸
異
に
し
て
、
本
瑚
之
凧
化
に
不
徒
、
文
典
田
へ
接
使
地
、
先
よ
う
手
を
附
／
と
、
文
彼
よ
う
手
を
入
衛
々
附
近
候
。
前
刑
以
来
事
保
中
た
て
も
、
御
手
を
不
被
附
候
が
宝
、
其
間
の
海
を
境
と
し
て
被
差
置
候
事
、
第
一
と
の
識
を
、
抑
四
橋
泡
卜
椅
へ
文
攻
中
に
姓
白
之
坊
布
之
よ
し
。
物
州
イ‐―ｌ①棘
野
屯
夫
に
栞
じ
、
比
人
素
な
海
外
は
同
故
、
芳
営
座
之
芭
ｈ
等
に
核
し
、其
遂
に
而
芳
此
識
深
入
い
た
し
肝
候
杜
に
、
結
々
耳
に
入
候
仕
に
布
之
ｃ
松
前
氏
へ
被
証
世
任
ほ
ど
ゎ
大
卒
外
患
ぼ
無
之
と
中
読
を
被
信
用
候
体
に
而
、
此
節
布
之
敗
に
、
質
争
中
工
被
恐
考
候
。
此
仕
は
先
日
本
中
上
候
。
と
あ
る
が
如
く
、
松
前
氏
か
ら
一
橋
治
亦
ｏ
大
野
忠
成
へ
の
連
動
の
結
採
、
忠
戊
の
専
斯
を
以
て
、
か
の
如
さ
川
家
の
工
事
を
も
「
共
利
年
得
失
之
論
に
不
及
」
、ま
た
老
中
年
の
発
議
に
も
か
け
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
営
時
幕
府
の
質
標
を
握
れ
る
水
野
は
成
の
政
治
が
、
如
何
に
公
明
を
欲
い
て
ゐ
た
か
を
推
察
す
る
こ
と
が
出
水
ょ
う
。
誌
し
は
戊
は
曜
夷
地
の
開
折
が
却
て
事
端
を
開
く
の
恐
あ
る
が
故
に
、
事
ろ
も
と
通
ｂ
松
前
氏
に
預
け
て
卒
称
を
保
つ
が
立
い
と
い
去
入
読
に
傾
難
せ
る
の
で
あ
つ
た
。
抑
も
幌
支
地
の
円
拓
を
不
可
と
す
る
古
兄
は
、
早
く
寛
政
時
代
よ
う
行
は
れ
、
中
井
展
軒
は
、
幌
束
地
の
如
き
不
毛
の
地
が
、
日
本
と
露
西
亜
と
の
間
に
杖
は
つ
て
ゐ
る
の
は
、
自
然
の
防
禦
地
帯
を
角
す
も
の
で
あ
る
。
之
を
開
拓
せ
ぼ
卜
入
侵
の
意
を
招
く
恐
が
あ
る
と
極
し
、松
挙
定
信
な
ど
も
一
時
此
読
に
傾
い
て
ゐ
る
。
文
化
年
中
、
山
片
賠
桃
も
ま
た
履
時
と
同
詮
を
唱
へ
た
。
而
し
て
か
ヽ
る
意
見
が
、
営
時
相
音
の
勢
力
を
布
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
松
前
本
行
た
０
し
初
大
正
在
の
逸
策
私
非
に
見
え
て
ゐ
る
。
北
風
や
日
本
の
人
除
蝶
夷
が
島
と
は
寛
政
文
化
の
交
に
流
行
せ
る
裡
諺
で
あ
つ
た
。
因
循
姓
思
、
秦
卒
を
粉
飾
す
る
こ
と
に
の
み
苦
心
せ
る
水
野
忠
成
が
、
か
ヽ
る
俗
見
に
柿
ら
は
れ
た
の
も
、
読
し
に
し
む
に
足
ら
き
る
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
第
二
は
外
挙
に
封
す
る
意
識
の
妻
頒
で
あ
る
．
天
明
死
政
の
交
、一蕗
門
市
対
の
勢
力
を
取
知
し
、始
め
て
外
準
に
開
す
る
紀
愛
を
地
さ
、
世
人
を
戒
め
た
者
は
，
二
三
の
設
者
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
文
化
年
間
に
入
め
て
、
北
に
露
人
の
未
行
が
あ
つ
ｂ
西
に
英
人
の
狂
悲
あ
る
に
及
文
孜
度
捧
府
の
蝶
衷
地
在
を
中
止
に
開
す
る
考
禁
（井
野
逃
茂
洋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一す
エ
文
及
芝
幕
市
の
蚊
真
地
熊
告
中
止
に
締
す
る
考
卒
〔井
野
モ
☆
生
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一工
四
び
、
前
く
海
外
の
座
迫
を
成
ず
る
こ
と
多
く
、
庭
士
の
横
議
も
ま
た
日
を
追
て
雄
た
に
な
つ
て
木
た
。
さ
れ
ど
解
人
の
暴
行
に
原
四
せ
る
日
長
の
あ
藤
は
、
間
も
な
く
卒
和
の
解
決
を
得
て
、
千
島
の
白
正
■
び
起
ら
ず
、
而
し
て
英
人
の
獲
薄
も
、
質
は
日
本
に
封
し
て
悪
意
を
故
あ
る
に
あ
ら
ぎ
る
こ
と
も
明
か
と
な
う
、
上
つ
時
は
正
に
江
戸
幕
府
二
百
余
年
の
隆
治
其
極
に
違
し
、
世
を
卑
げ
て
歓
染
に
耽
め
、
来
年
に
昨
へ
る
際
で
あ
る
か
ら
、
外
警
の
遠
ぎ
か
る
と
共
に
、
こ
れ
に
封
す
る
紀
夏
も
自
か
ら
源
弛
し
た
。
我
等
は
今
こ
ヽ
に
、
文
政
時
代
の
世
相
を
描
舛
す
る
違
を
右
し
な
い
。
打
く
松
卒
定
信
等
の
筆
材
一借
め
て
、
営
年
に
い
け
る
問
式
の
意
識
が
、
如
何
だ
斐
へ
て
ゐ
た
か
の
一
班
を
考
禁
し
て
兄
よ
う
。
文
政
十
年
松
卒
定
信
が
妻
心
録
を
著
は
し
て
、
外
忠
の
恐
る
べ
き
を
い
へ
る
が
中
に
、
少
し
日
さ
で
もヽ
の
ら
の
い
ム
、
異
囲
熟
の
本
る
な
ど
聞
く
毎
に
、
何
か
と
心
を
く
だ
き
浪
る
は
、
小
量
の
故
な
り
と
さ
と
う
韻
。
い
か
た
と
な
れ
ば
、
江
戸
の
咽
嘆
た
る
紹
房
和
州
の
間
な
ど
は
、
御
三
代
の
う
ち
何
か
と
御
定
め
も
あ
る
べ
き
に
、
キ
一も
聞
え
ぎ
る
は
い
か
に
と
、
疑
惑
は
れ
ぎ
る
な
ん
ど
い
ム
者
多
と
が
‥
…
こ
れ
江
戸
の
濁
頭
に
防
禦
を
設
け
る
こ
と
の
不
必
要
な
る
を
論
ず
る
者
の
あ
つ
た
護
擦
で
あ
る
。
静
て
定
信
が
老
中
た
う
し
時
、
江
戸
湾
の
防
術
を
修
め
よ
う
と
し
て
逃
兄
す
る
や
、
世
上
或
は
晴
天
に
雨
を
な
う
と
許
す
る
も
の
が
あ
う
、
又
中
井
魔
時
は
、
同
地
に
砲
茎
を
築
く
を
聞
い
て
、
今
度
白
川
使
の
廷
議
に
て
、
房
撫
並
浦
賀
遊
へ
、
登
場
を
新
築
せ
ら
る
ヽ
よ
し
。
走
は
定
あ
て
仙
真
林
子
卒
が
海
円
兵
談
に
、
江
戸
日
本
格
よ
う
は
蘭
士
で
、
境
な
し
の
水
路
な
う
と
云
た
る
読
を
川
ゐ
持
い
し
と
兄
ゆ
。
楽
が
意
に
は
、
水
峰
ゆ
へ
夏
な
し
と
思
ム
。
と
い
へ
る
こ
と
も
あ
つ
た
。
思
ム
に
履
軒
の
亜
流
は
、
此
頃
に
も
な
ほ
多
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
定
信
ま
た
□
く
、
凡
智
の
も
の
ら
は
、
と
に
か
く
う
へ
み
武
常
の
心
に
て
、
只
我
年
と
し
我
囲
強
大
な
う
か
、
小
量
選
胆
の
心
よ
０
思
ム
が
故
に
、
わ
が
大
術
我
が
大
銃
材
以
て
、
キ
せ
水
る
所
の
異
船
を
ぼ
、
立
メ
こ
ろ
に
打
碑
く
べ
し
、
我
が
う
る
所
の
長
沼
流
甲
州
流
な
ん
ど
の
軍
備
に
、
か
つ
も
の
あ
る
べ
か
ら
ず
な
ど
、
か
つ
て
敵
を
は
か
る
こ
と
を
も
せ
ず
、
外
園
は
い
つ
も
、
か
の
文
献
朝
鮮
の
軍
の
如
く
、
日
本
人
か
つ
べ
き
も
の
と
心
得
、
高
一
妻
水
す
る
も
、
柳
か
な
る
Ｌ
に
足
ら
ず
と
い
ふ
類
ひ
は
。
安
に
眸
中
の
放
言
、
夢
中
の
狂
言
に
て
、
い
共
に
足
ら
浪
事
也
じ
こ
れ
年
由
行
戒
ら
如
く
、
兵
器
早
艦
の
改
善
に
、
反
封
意
見
を
有
せ
る
華
に
封
し
て
の
拝
語
な
る
べ
く
、
而
し
て
営
時
か
ゝ
る
考
を
地
け
る
者
は
秒
く
な
い
。
瀬
山
陽
の
如
さ
は
共
一
人
で
あ
つ
た
。
定
信
又
再
く
、
彼
臨
な
る
性
あ
者
は
、
只
今
日
に
安
ん
じ
て
、
公
所
の
事
を
知
ら
さ
る
が
故
に
、
海
は
品
川
の
如
く
、
川
は
大
川
工
川
の
如
し
と
思
ム
ぼ
か
う
に
て
、
思
慮
も
只
目
先
き
の
事
を
分
し
、
か
つ
て
遠
慮
逮
謀
に
た
パ
事
は
、
盆
な
し
と
心
得
る
や
う
に
な
り
、
敵
は
い
つ
も
我
が
流
の
注
文
の
如
く
し
て
水
る
べ
し
と
思
ム
謙
も
あ
め
て
、
か
つ
て
及
く
考
へ
、
汁
一く
店
ら
ぎ
る
様
に
な
う
ゆ
き
…
‥
こ
れ
布
安
を
旨
一と
し
て
、
囲
家
百
年
の
計
を
角
す
を
怠
る
者
の
多
と
を
数
息
し
た
の
で
あ
る
。
定
信
文
曰
く
、
文
政
度
卒
府
い
軍
夷
批
祥
告
中
止
に
関
す
る
考
奈
（
非
野
遊
止
井
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一予
エ
を
政
Ｌ
林
府
の
蝦
束
地
だ
件
中
止
に
開
す
る
考
祭
（
井
井
逆
た
推
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
〈
文
化
の
は
じ
め
の
頃
、
幌
束
の
遠
島
に
て
、
ブ
ロ
シ
ヤ
の
は
人
騒
抵
せ
し
時
、都
下
の
人
情
大
に
幡
動
せ
し
か
ば
、
既
に
至
つ
て
の
道
島
の
事
、
か
つ
て
推
く
べ
か
ら
ず
な
ど
、
町
ぶ
れ
あ
う
し
程
に
、
様
々
洋
読
も
あ
う
し
事
な
め
ど
。
近
頃
又
共
拙
相
州
の
御
備
場
近
く
不
り
、
或
は
浦
交
へ
水
う
し
事
な
ど
あ
う
し
が
、
さ
せ
る
洋
詫
も
な
く
、
人
情
光
も
辞
か
な
う
。
日
岳
の
紛
握
治
ま
う
て
よ
う
以
水
、
世
人
は
た
ゞ
恭
卒
を
証
歌
す
る
の
み
。
異
凹
紳
の
た
本
も
、
何
等
の
刺
激
を
だ
に
、
民
心
に
典
へ
な
か
つ
た
右
雄
を
推
祭
す
る
こ
と
が
門
木
る
。
我
等
は
ま
た
、
台
洋
憩
君
の
筆
に
於
て
、
同
じ
世
相
を
獲
兄
す
る
。
文
政
八
年
に
成
れ
る
新
論
を
接
ず
る
に
、
数
種
の
姑
忠
計
が
舞
け
で
あ
る
。
其
一
に
周
く
、
術
安
之
徒
動
謂
、
彼
舟
漁
々
南
、
日
共
常
事
、
不
足
深
度
売
じ
其
二
に
口
く
、
府
俗
文
謂
、
日
十
沖
州
之
兵
、
構
銃
冠
出
回
、
夷
秋
小
肌
、
不
足
死
お
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
共
三
に
日
く
、
席
体
又
謂
、
房
絶
海
遠
水
、
其
兵
不
得
廷
衆
。
白
試
畦
皆
、
不
足
憂
汚
。
以
て
荷
安
の
世
情
を
筑
ふ
べ
き
で
あ
る
。
但
共
一
と
共
三
と
は
、
鷲
年
に
い
け
る
安
除
の
な
な
で
あ
る
か
ら
、
訳
解
と
は
稚
し
難
い
け
れ
ど
も
、
欧
州
の
勢
力
跡
く
我
囲
に
通
め
、
よ
ぐ
せ
ず
ぼ
田
家
の
指
本
を
ヽ
、
危
地
に
昭
れ
る
恐
あ
る
の
株
、
か
ゝ
る
理
由
に
基
い
て
、
或
は
革
新
の
お
を
妨
げ
、
或
忠
防
備
Ｌ
志
る
の
念
が
あ
る
な
ら
ば
、
長
に
憂
メ
、べ
さ
現
象
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
憩
な
が
此
鞘
を
指
摘
し
て
、
世
を
戒
め
た
の
は
事
あ
営
然
で
あ
る
。
我
等
は
更
に
頼
山
陽
の
意
見
を
徴
す
る
に
、
共
逃
防
を
論
じ
て
曰
く
、
考
彼
防
寇
之
策
、
不
過
日
屯
成
而
巳
。
是
其
盗
之
水
、
有
方
所
也
、
無
方
所
者
、
屯
成
不
可
用
、
然
吾
知
英
不
足
用
也
。
又
曰
く
、
太
凡
我
邦
人
之
防
た
、
毎
不
審
彼
我
之
勢
、
蔵
彼
過
重
、
内
自
身
倣
。
英
火
技
を
論
す
る
や
即
ち
国
く
、
海
十り
吉
兵
者
、
英
不
偏
於
火
技
、
火
技
以
共
大
且
勤
者
舟
よ
、
日
右
努
則
弓
不
足
用
、
有
銃
則
努
不
足
用
、
右
大
幅
則
銃
不
足
用
、
有
右
此
物
、
無
敵
於
天
下
、
而
吾
常
以
角
不
然
。
又
水
戦
を
論
ギ
名
や
即
ち
曰
く
、
夫
小
右
小
之
利
、
大
布
大
之
不
利
、
大
之
不
利
、
進
逃
不
便
也
。
合
不
鞭
合
、
分
不
鞭
合
也
。
小
之
利
、
欲
進
則
進
、
欲
違
則
逃
、
欲
谷
則
合
、
欲
分
則
分
。
我
之
舶
、
小
而
不
谷
、
則
彼
之
懐
、
難
於
命
中
。
而
彼
之
牌
、
大
而
不
分
、
則
チ
之
銃
、
仰
校
無
虚
九
。
抗
我
之
海
洋
、
逮
斥
多
礁
、
彼
大
著
、
毎
膠
於
津
命
滝
我
小
考
之
所
利
也
。
我
能
動
而
彼
不
能
動
、
候
忽
楽
故
、
握
面
倣
之
可
央
。
彼
乗
湖
而
進
、
我
維
其
進
、
而
出
其
背
可
央
。
彼
之
傷
、
文
攻
度
幕
府
の
蝦
友
地
拝
告
中
止
に
踊
す
る
考
奈
〔
井
野
逃
友
堆
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
七
丈
政
度
幕
府
の
蚊
束
地
純
■
中
止
に
開
す
る
考
禁
〔井
野
逆
茂
雄
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・子
八
利
抹
及
述
、
我
募
歌
死
、
梯
上
共
嫌
、
短
兵
迫
闘
、
使
彼
不
暇
校
可
央
。
彼
或
合
荘
■
降
、
我
正
兵
娃
汁
、
奇
兵
権
奪
本
嫌
可
央
。
荷
能
非
於
此
、
嫌
不
必
辻
也
、
販
不
必
設
也
。
舶
興
銃
、
皆
物
共
誉
、
而
操
之
用
之
者
、
訪
而
留
之
所
巳
。
屯
迎
こ
れ
要
争
ン
一祥
び
て
屯
成
を
置
く
を
非
と
し
、
ユ
兵
器
軍
姉
を
改
め
、
海
軍
を
振
興
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
濃
と
い
へ
る
林
子
不
等
の
主
張
を
事
ぼ
な
い
も
の
で
あ
め
、
文
共
「
不
審
彼
我
之
勢
、
就
彼
過
工
、
内
商
労
倣
」
と
い
へ
る
は
、
幕
府
が
回
防
を
じ
め
、
曜
夷
地
を
経
皆
す
る
こ
と
を
指
せ
る
の
で
あ
ら
う
。
出
陽
告
て
長
崎
に
遊
び
↓
荷
蘭
舶
行
」
の
長
詩
を
賦
し
た
る
が
内
に
、
愛
席
難
測
廟
謀
労
、
兵
勢
な
不
紋
豹
裕
、
嶋
呼
小
槻
何
煩
愛
百
吉
、
苗
里
逐
利
在
貧
控
、
可
隣
一
英
凌
鯨
海
、
讐
如
輝
蟻
菓
魂
険
、
排
乃
制
籍
費
牛
刀
、
号
乃
理
嘉
擁
木
桃
。
沌
刻
陽
と
も
い
っ
て
ゐ
る
。
山
陽
の
西
洋
諮
円
を
見
る
こ
と
か
く
の
如
く
、
関
防
上
の
施
設
を
詐
す
る
こ
と
か
く
の
一ご
と
く
で
あ
っ
た
。
時
勢
に
封
し
て
相
営
の
注
意
を
抑
へ
る
識
考
で
さ
へ
な
ほ
然
う
と
せ
ば
、
英
他
は
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。
文
政
年
間
に
於
け
る
田
民
の
、
外
警
に
封
す
る
意
識
が
奏
へ
、
人
心
が
遅
鈍
に
な
つ
て
る
た
こ
と
は
、
ほ
ゞ
か
く
の
こ
と
く
で
あ
る
。
水
野
は
成
が
蝦
英
地
の
経
営
を
及
棄
し
た
の
も
、
益
し
時
勢
の
影
響
に
過
ぎ
な
い
。
最
後
に
我
等
の
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
近
時
史
家
の
間
に
行
は
る
ヽ
考
祭
て
あ
る
。
共
読
に
国
く
、
幕
府
が
蛇
夷
地
を
松
前
氏
に
逮
付
し
た
の
は
、
共
拓
殖
警
備
の
角
に
費
す
と
こ
ろ
正
額
に
上
う
、
営
時
の
窮
乏
せ
る
財
政
に
於
て
、
之
を
負
捲
す
る
に
槌
へ
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
と
。
而
し
て
此
兄
解
は
多
数
の
承
認
を
得
た
る
も
の
ヽ
如
く
、
未
だ
嘗
て
何
人
も
異
論
を
唱
へ
た
も
の
が
な
い
。
抑
も
文
政
度
の
幕
府
が
、
抜
八
の
不
足
を
減
ず
る
こ
と
と
し
く
，
僅
か
の
貨
幣
の
改
焦
に
よ
る
出
目
の
牧
爺
を
以
て
輔
能
せ
る
は
、
疑
去
可
か
ら
ぎ
る
事
安
で
あ
つ
た
。
し
か
し
蝦
夷
地
紅
告
の
費
に
苦
し
た
だ
と
の
読
は
、
再
吟
味
の
必
要
が
あ
る
。
は
じ
あ
幕
府
が
、
寛
政
十
一
年
束
蝦
夷
地
を
ま
分
御
用
地
と
し
た
時
に
は
、
毎
年
五
芭
両
を
下
付
し
て
ゐ
る
。
手
で
享
和
三
年
企
く
こ
れ
を
牧
公
す
る
に
及
び
、
拓
殖
費
二
苗
五
千
雨
、
≡
文
手
首
一
苗
而
、
松
前
氏
へ
の
下
賜
金
三
千
五
百
而
双
型
」
抑
く・
‐ｉ
ろ．‐
腋
．
と
定
め
、
折
殖
費
三
高
五
千
而
の
内
二
高
雨
は
、
蝦
夷
地
淀
物
の
代
金
を
以
て
、
之
に
宛
て
、
不
足
の
王
千
雨
は
、
■
文
の
手
営
、
松
前
氏
下
付
金
と
共
に
、
幕
府
か
ら
支
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
然
る
に
産
物
の
牧
益
が
年
々
増
加
し
た
の
で
、
文
化
三
年
以
後
、
五
千
面
の
柿
給
と
、
松
前
氏
下
付
全
の
支
出
と
を
停
め
、
官
文
の
手
首
も
五
千
八
百
余
両
に
制
減
し
て
ゐ
る
。
共
後
文
化
四
年
、
西
蝦
夷
批
を
も
直
唯
し
て
か
ら
の
財
政
状
態
は
審
か
で
な
い
け
れ
ど
も
、
折
加
の
功
次
第
に
恐
う
、
枚
傘
も
増
加
せ
る
が
故
に
、
空
際
幕
府
の
負
塘
し
た
金
額
は
、
大
し
た
も
の
で
は
な
か
つ
た
。
そ
れ
は
文
政
六
年
八
月
切
定
本
行
遠
山
景
普
の
調
査
せ
る
、
性
大
地
紅
告
に
開
す
る
牧
支
決
算
書
に
よ
つ
て
知
る
こ
と
に
出
な
る
。
―
此
決
算
書
は
、
子
が
十
余
年
前
大
蔵
省
の
文
座
で
校
見
し
た
。
恐
く
は
大
正
十
三
年
の
震
災
の
時
庫
央
し
た
ら
う
と
思
ふ
。
日
今
其
要
鞘
を
恐
ぐ
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。
文
政
度
幕
府
の
蝉
英
地
洋
告
中
止
に
開
す
る
考
奈
（
井
野
逃
茂
雄
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
九
文
攻
度
雑
府
の
峡
充
地
程
告
■
止
に
門
す
る
考
察
（
井
町
セ
茂
七十‐…
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
Ｏ
幌
英
地
経
告
に
開
す
る
下
付
企
三
十
苗
二
千
九
百
九
十
九
雨
余
但
比
内
二
百
八
千
商
は
、
岳
人
去
行
の
際
、
仙
真
台
津
二
藤
出
兵
貴
の
取
な
金
で
あ
る
か
ら
、
曜
天
地
凝
砦
の
行
の
下
付
会
は
、
二
十
七
苗
四
千
九
百
九
十
九
而
で
あ
つ
た
ｏ
曜
英
地
産
物
代
共
他
計
牧
納
金
百
七
十
九
山
六
千
七
可
十
一
雨
余
臨
時
収
入
十
高
七
千
八
百
十
八
両
余
合
計
二
百
二
十
山
七
千
五
百
三
十
八
両
余
蝦
夷
地
経
営
に
開
す
る
諸
経
費
百
五
十
三
高
九
千
五
百
十
七
商
余
差
別
六
十
七
苗
八
千
十
三
両
余
此
内
か
ら
曜
英
地
紅
告
に
開
す
る
下
付
全
二
十
七
苗
四
千
九
百
九
十
九
両
余
を
引
さ
ま
う
残
額
純
盆
四
十
苗
三
千
十
三
両
余
此
表
に
現
は
れ
た
や
う
に
、
幕
府
の
支
出
総
額
は
三
十
高
二
千
九
百
九
十
九
面
で
、
終
敗
八
の
内
か
ら
、
之
と
諸
経
費
其
他
を
雄
除
し
て
、
四
十
芭
三
千
十
三
而
の
純
余
を
敗
め
て
ゐ
る
。
一
ケ
年
卒
拘
二
苗
面
に
近
い
純
傘
で
あ
つ
た
。
蝦
芙
地
の
経
告
が
、
幕
府
の
財
政
を
困
難
な
ら
し
め
た
と
い
へ
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
誤
な
る
は
い
ム
に
及
ぼ
ず
、
も
し
共
事
業
を
権
横
し
た
な
ら
ば
、
却
て
英
困
難
な
る
財
政
と
、口
滑
な
ら
し
め
る
力
を
よ
石
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
而
も
近
に
蝦
芙
地
を
及
菜
し
た
の
は
幕
間
の
中
心
人
物
た
う
し
水
野
忠
成
の
過
ち
で
あ
つ
た
。
益
じ
日
蕗
の
紛
握
が
解
決
せ
ら
れ
て
か
ら
後
、
ま
た
北
挙
を
聞
か
ず
、
係
人
も
】
く
日
本
の
湾
洋
に
近
づ
か
な
い
の
で
、
幕
府
を
し
て
い
た
く
共
意
を
安
た
せ
し
め
た
れ
で
あ
ら
う
。
こ
れ
松
前
氏
の
誌
託
が
、共
功
を
芥
し
た
所
以
で
あ
る
。
財
政
問
題
は
、
蝦
夷
地
経
性
内ャ中
止
と
何
等
の
開
係
も
な
い
。
比
時
に
際
し
天
下
未
卒
の
極
に
達
し
て
、
上
下
皆
無
事
を
喜
び
、
術
安
の
情
は
年
と
去
に
進
み
、
外
年
に
開
す
る
意
識
の
表
へ
た
ば
か
う
で
な
く
、
取
山
陽
あ
如
く
、
外
図
の
勢
力
を
侮
る
者
が
あ
り
、
中
井
履
呼
、
山
片
嬬
桃
の
如
く
、
暇
夷
地
の
開
折
を
不
可
と
す
る
イ
ヽ
一あ
つ
た
。「
此
人
素
よ
う
海
外
に
は
閣
」
と
同
僚
か
ら
札
許
せ
ら
れ
た
る
水
野
は
度
が
、
指
年
の
能
を
幣
み
て
、
＝
指
軍
終
川
家
若
が
忠
成
を
信
任
し
、
共
言
ふ
と
こ
ろ
は
何
事
で
も
採
用
し
た
こ
と
、
大
久
保
忠
長
の
者
め
に
見
え
て
ゐ
る
。
＝
幌
束
地
の
庭
分
を
導
決
し
た
の
も
、
要
す
る
に
か
ヽ
る
見
解
に
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
文
政
度
捧
府
の
蝦
英
地
溝
皆
中
止
に
開
す
る
考
察
（
井
野
≧
茂
雄
）
四
一
